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金剛山ロープウェイについて、 

村単独での事業運営を断念します 
令和３年２月１８日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜お問い合わせ＞千早赤阪村観光･産業振興課（担当：菊井・柏原） 電話 0721-26-7128 

 

  

金剛山ロープウェイは、昭和４１年の開業以来、５０年以上に渡り多くの皆さまに

親しまれてきましたが、駅舎の耐震強度不足が判明し、平成３１年３月１５日に運休

してから約２年が経過しました。 

 この間、大阪府等関係者とも協議しながら、運行再開に向けての可能性を模索して

まいりましたが、運行再開には駅舎等の耐震補強工事だけでなく、開業以来更新して

いない電気設備の更新など、多額の財源が必要となります。 

 また、ロープウェイの運営には、これまで一般会計から約６億円を繰り入れており、

今後もさらに赤字状態が続く見通しです。 

 このため、村民の皆さまにこれ以上の負担を強いることは、他の行政サービスの低

下にもつながることから、村営での金剛山ロープウェイ事業を断念せざるを得ないと

苦渋の決断をし、令和３年２月２５日開会の村議会に事業廃止に伴う関連条例を提出

します。 

関連条例が可決された際には、民間譲渡の可能性を検討することとし、譲渡先が見

つからない場合は、ロープウェイ施設の撤去工事等を進める予定です。 

 あわせて、平成２年度から村が運営している香楠荘（府有施設）事業の廃止に関す

る条例も提出します。 

 

＜村議会の対応＞ 

金剛山ロープウェイの運休後、千早赤阪村議会の全員協議会を３回開催し、令和元

年９月２７日には、村議会議員７人全員を委員とする金剛山ロープウェイ等のあり方

に関する特別委員会を設置し、金剛山ロープウェイ等のあり方及び関連する事業など

の議論を行いました。 

令和３年１月２０日に開催した第７回の特別委員会で、村の方針を示し、理解を得

たことから事業廃止に伴う関連条例を提出することになりました。 

 

添付資料 〇資料 金剛山ロープウェイ、香楠荘の経過など 

     〇金剛山ロープウェイだより 2021.2（第７版） 



資 料 

１ 金剛山ロープウェイ、香楠荘の経過 

昭和４１年４月１７日 

 金剛山ロープウェイ開業 

 

昭和４５年７月 

大阪府金剛山宿泊施設香楠荘が竣工 

（ロープウェイ金剛山駅から徒歩１０分の金剛山の山上） 

  

昭和５９年４月１日 

 大阪府民の森ちはや園地開設 

 

平成２年７月１日 

千早赤阪村が大阪府から香楠荘を無償で借り受け 

村営宿泊施設香楠荘としてリフレッシュオープン 

 

平成１６年４月１日～ 

金剛山ロープウェイ、香楠荘を指定管理者制度により運営 

 

平成３１年３月１５日～ 

金剛山ロープウェイ（金剛山駅、千早駅）の駅舎の耐震強度不足により運休 

 

令和元年９月１日～ 

  村営宿泊施設香楠荘休館 

 

２ 金剛山ロープウェイの概要 

千早赤阪村誌によると昭和３９年度から３か年計画、総事業費２億円で建設 

・路線延長 １，３２３メートル  

・高低差 ２６７メートル 

・総乗客数 約８４０万人 （年平均１５８千人） 

 ・総売上 約３４億円 

 ・運賃 昭和４１年度 大人片道 ２００円 往復   ３５０円 

     平成３０年度 大人片道 ７５０円 往復 １，４２０円 

 

３ 香楠荘の概要（村が運営する平成２年７月１日以降） 

 ・宿泊定員 ５３人、客室数１２室 

・総宿泊数 １３８，９４１人（年平均４，６３１人） 

 ・総売上 約１９億円（日帰り含む） 

 

４ 平成３０年度金剛山観光事業特別会計の主な歳入・歳出 

  歳入 ・運輸収入     ５９，９９４千円 

・指定管理者納付金  １，０８０千円 

歳出 ・指定管理料    ５４，０００千円 

・土地借上料     ２，７９２千円 

・償還金       ２，４１９千円 



金剛山ロープウェイだより
2021.2（第７版） 観光・産業振興課

令和３年１月２０日（水）に第７回村議会金剛山ロープウェイ等のあり方に関する特
別委員会が開催されました。
委員会の冒頭で、南本村長が「金剛山ロープウェイ事業等の方針について」次のよう

に示しました。

第７回金剛山ロープウェイ等のあり方に関する特別委員会を開催

金剛山ロープウェイについては、平成３１年３月１５日の運休から約２年の歳月が

たちその間、運行再開に向けての可能性を模索してまいりました。

運行再開には、駅舎等の耐震補強工事費用だけでなく、開業以来５０年以上更新し

ていない電気設備機器等の更新、耐用年数を超えている搬器の更新など多額の財源が

必要です。

ロープウェイや香楠荘の運営には、これまでに一般会計から６億６００万円の繰入

を行い、今後の財政収支見通しでもさらに赤字状態が続く見込みです。さらにＰＦＩ

事業導入による運営も非常に難しい状況です。

その後、関係者の皆さまとの議論を踏まえた結果、開業以来多くの皆さんに利用し

ていただいたロープウェイ事業についての判断をこれ以上先延ばしすることは得策で

はないこと、また、『村民の皆さまにこれ以上の負担を強いることは、他の行政

サービスの低下にもつながること』から金剛山ロープウェイ及び香楠荘の事業

を断念せざるを得ないとの苦渋の決断をいたしました。

議員の皆さまには２年間にわたり様々な角度から検討を重ねていただきましたが、

本日の特別委員会で、議員の皆さまのご理解を得られるのなら令和３年第１回定例会

に事業廃止に伴う関係条例を提案させていただく予定です。

※１

※２

裏面につづく

※３

※１ 搬器

ロープウェイの客車

※２ 繰入

金剛山観光事業特別会計の赤字を一般会計から補填

※３ ＰＦＩ事業

民間の資本と経営能力、技術力を活用し、公共施

設等の設計・建設・改修・更新や維持管理・運営を

行う公共事業の手法



裏面からのつづき

村からの金剛山ロープウェイ等事業廃止方針の報告に対する主な質疑や意見
は次のとおりです。 （Ｑは議員 Ａは村長又は担当者）

Q：平成28、29年度に香楠荘事業のために水道
施設を改修し、多額の費用を負担している。
金剛山駅などのトイレに水を供給するだけ
なら改修工事も必要なかったのでは。香楠
荘の運営は村民の負担になっただけではな
いか。

A：香楠荘は宿泊施設であり、専用水道として
水を提供するため、改修工事が必要であっ
たが、金剛山駅のトイレへの供給だけであ
れば、改修工事は必要なかった。

Q：廃止の場合でも多額の経費がかかる。大阪
府にあらゆる支援を要望して欲しい。

A：大阪府に必要な支援は求めていく。

Q：前回の金剛山ロープウェイだよりでは、
ロープウェイの再開はかなり困難であろう
という内容であった。ロープウェイだより
発行後、村民からの苦情はなかったのか。

A：苦情はなかった。
住民負担の少ない方法で速やかに廃止すべ
きとの意見があった。

【議員の意見】
〇金剛山ロープウェイや香楠荘の事業を村
が運営していくことは、村の財政収支見
通しでも明らかに困難であり、庁内会議
や関係機関の協議を重ねた結果、村長が
事業を断念されたことは、賢明な判断で
ある。

〇金剛山ロープウェイ事業等には、開業以
来、約６億円を一般会計から繰入したが、
実質的にはそれ以上に財政負担や人的負
担がかかっている。これ以上の負担は無
理。

〇２年近くかかりようやく方針が決まった。
金剛山ロープウェイ事業等の廃止には、
まだまだ課題も多く、施設撤去等も多額
の費用が必要。できる限り村民の負担と
ならないよう事業を進めて欲しい。

事業廃止後も課題は山積していますが、村民の皆さんの負担が極力少なくなるように大阪

府や関係機関等と引き続き協議してまいります。 （南本村長）

事業廃止には次のような課題があります。

特別委員会ではこの他にも様々な質疑応答が行われた結果、村の方針ど

おり「金剛山ロープウェイ事業及び香楠荘事業の廃止」に向けて進めて
いくことに一定の理解を得られました。

Q：民間譲渡はトップセールスにかかっているので
努力してほしい。

A：土地は大阪府又は個人の所有であるため、かな
り厳しいと思うが、村の負担を軽減するために
も、民間譲渡の可能性も探っていきたい。

〇金剛山ロープウェイ施設の民間事業者への譲渡を検討
〇金剛山ロープウェイ施設（駅舎・鉄塔・通信線等）の撤去工事及び原状復旧工事等の実施

※撤去工事等の費用（財源）の捻出、また工事等には自然公園法、森林法等の手続きが必要
〇金剛山ロープウェイ敷地の所有者への返還協議
〇金剛山ロープウェイ事業の起債（借金） 【令和２年度末起債残高 （約2,790万円）】
〇大阪府へ返還する香楠荘の原状回復の要否
〇ロープウェイ水道施設の扱い


